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冬
は
萬
物
み
な
蟄
す
。
溌
剌
た
る
鯉
の
如
き
も
、
冬
、
爼
の
上
に
載
す
る
に
、
ぢ
つ
と
し
て
動
か
ず
と
聞
く
。

人
間
も
こ
の
例
に
洩
れ
ざ
る
が
、
萬
事
例
外
あ
り
。
活
氣
あ
る
人
間
は
、
冬
と
て
も
動
く
。
梅
花
咲
く
頃
は
、

春
と
は
云
へ
、
風
な
ほ
寒
し
。
梅
見
に
は
餘
程
の
勇
氣
を
要
す
。
珍
ら
し
や
、
裸
男
が
末
斑
を
け
が
し
居
る
好

文
會
の
幹
事
よ
り
、
吉
野
村
探
梅
の
事
を
報
じ
來
た
る
。
八
人
の
會
員
、
み
な
揃
へ
ば
好
い
が
と
案
じ
つ
ゝ
、

新
宿
驛
に
至
り
し
が
、
幹
事
の
槇
園
君
、
先
づ
在
り
。
『
鳥
野
君
だ
け
は
、
家
内
に
病
人
あ
る
爲
め
、
來
た
る

能
は
ず
』
と
い
ふ
。
さ
れ
ど
、
昨
夜
雨
ふ
り
た
り
。
今
朝
も
曇
り
て
、
今
に
も
降
り
出
し
さ
う
な
空
模
樣
也
。

鳥
野
君
は
已
む
を
得
ず
と
し
て
、
他
の
會
員
が
揃
へ
ば
好
い
が
と
繰
り
返
し
つ
ゝ
待
つ
程
に
、
旅
行
家
の
天
隨

君
來
た
る
。
や
つ
と
こ
れ
に
て
三
人
に
な
り
た
り
。
そ
の
後
は
、
待
て
ど
〳
〵
、
來
た
る
も
の
無
し
。
い
よ
〳

〵
同
行
は
三
人
だ
け
な
る
か
と
失
望
せ
し
に
、
嬉
し
や
、
發
車
間
際
に
な
り
て
、
斐
己
大
人
來
た
る
。
發
車
す

る
に
際
し
て
も
、
首
を
車
窓
外
に
出
だ
し
て
見
渡
し
た
る
が
、
他
の
會
員
は
終
に
來
ら
ざ
り
き
。

　
四
人
な
が
ら
雨
を
豫
期
し
て
、
蝙
蝠
傘
を
持
ち
け
る
が
、
境
驛
に
至
り
て
、
日
出
で
た
り
。
嬉
し
と
も
嬉
し
。

　
國
分
寺
驛
ま
で
は
、
驛
々
み
な
櫻
樹
あ
り
。
國
分
寺
驛
よ
り
青
梅
線
に
乘
換
ふ
れ
ば
、
梅
之
に
代
り
て
、
驛

々
み
な
梅
花
な
き
は
無
し
。
斐
己
大
人
は
去
年
吉
野
村
に
遊
び
し
こ
と
あ
り
て
、
一
行
の
先
達
た
り
。
『
青
梅

驛
に
下
り
、
萬
年
橋
を
渡
り
て
、
ぽ
つ
〳
〵
散
在
せ
る
梅
を
探
り
つ
ゝ
、
吉
野
村
中
最
も
梅
花
の
多
き
下
村
に

至
り
、
日
向
和
田
驛
よ
り
汽
車
に
乘
る
が
順
路
な
り
』
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
青
梅
驛
に
下
る
。
驛
を
出
づ
る
よ
り

早
く
、
骨
董
店
が
先
づ
、
骨
董
の
癖
あ
る
槇
園
君
の
眼
に
入
り
、
つ
か
〳
〵
立
入
る
。
明
き
盲
目
の
裸
男
も
、
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相
伴
し
て
立
ど
ま
る
。
他
の
も
の
は
眼
に
入
ら
ざ
れ
ど
、
奧
の
方
に
古
色
を
帶
び
た
る
瓢
箪
の
か
か
れ
る
が
眼

に
入
り
、
取
出
さ
せ
て
見
た
る
に
、
漆
に
て
赤
く
塗
り
た
る
な
り
き
。
槇
園
君
も
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
手
に
と

り
て
見
た
る
が
、
掘
出
し
も
の
は
無
か
り
け
む
、
共
に
失
望
し
て
出
づ
。
甲
州
裏
街
道
の
山
の
出
口
に
當
る
處

と
て
、
小
都
會
を
爲
す
。
街
の
兩
側
に
櫻
あ
る
は
ま
だ
し
も
、
梅
あ
る
は
、
珍
ら
し
。
二
抱
へ
も
あ
る
青
桐
、

人
を
容
る
べ
き
空
洞
を
有
し
、
一
丈
位
よ
り
上
は
切
ら
れ
て
、
小
枝
四
方
に
簇
出
す
。
一
同
立
止
り
て
、
こ
れ

は
珍
ら
し
と
見
入
れ
ば
、
『
夏
、
此
木
の
上
に
て
晝
寢
し
た
ら
好
か
ら
む
』
と
、
槇
園
君
の
い
ふ
に
、
一
同
覺

え
ず
打
笑
ふ
。
そ
の
瞬
時
は
、
何
故
に
笑
ひ
し
か
が
分
ら
ざ
り
し
が
、
下
司
の
後
智
慧
、
よ
く
〳
〵
考
ふ
れ
ば
、

こ
れ
一
種
の
機
智
な
り
と
氣
付
く
。

　
町
の
中
程
よ
り
左
折
し
、
行
く
こ
と
數
町
に
し
て
、
萬
年
橋
を
渡
る
。
こ
ゝ
は
多
摩
川
の
上
流
也
。
下
流
の

幅
ひ
ろ
く
沙
磧
大
な
る
と
は
違
ひ
、
兩
崖
相
迫
り
て
高
く
、
從
つ
て
橋
よ
り
水
面
ま
で
、
餘
程
の
距
離
あ
り
。

清
き
水
、
川
の
全
幅
を
滿
た
し
て
流
る
。
左
右
の
山
も
近
く
し
て
、
橋
を
し
て
一
層
の
幽
趣
を
帶
ば
し
む
。

　
青
梅
は
ま
た
山
間
の
市
街
也
。
萬
年
橋
を
渡
り
て
は
、
全
く
の
山
村
也
。
珍
ら
し
く
も
、
ま
た
骨
董
店
と
い

ふ
よ
り
は
、
古
道
具
屋
と
い
ふ
べ
き
店
あ
り
。
例
の
槇
園
君
ち
よ
つ
と
冷
か
し
て
、
直
ち
に
去
る
。
斐
己
大
人

の
言
ひ
し
如
く
、
ぽ
つ
〳
〵
梅
あ
り
。
多
く
は
長
大
也
。
中
に
は
一
本
か
、
三
本
合
し
た
る
も
の
な
る
か
と
さ

へ
疑
は
る
ゝ
大
木
も
あ
り
。
幾
た
び
か
溪
に
架
せ
る
橋
を
渡
る
。
左
に
小
學
校
を
見
、
右
に
村
役
場
を
見
て
、

始
め
て
梅
の
本
家
な
る
下
村
に
達
す
。
老
木
、
屋
よ
り
も
高
く
、
相
連
な
り
て
林
を
爲
す
。
そ
の
間
に
家
あ
り
、

畑
あ
り
。
一
段
高
ま
れ
る
天
滿
宮
よ
り
更
に
上
り
て
、
小
山
の
頂
に
上
れ
ば
、
梅
の
一
村
、
脚
下
に
あ
り
。
四
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面
山
に
圍
ま
れ
て
、
眼
界
は
廣
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
ま
た
狹
く
も
あ
ら
ず
。
掛
茶
屋
に
休
息
し
て
、
各
〻
辨
當
を

取
出
す
。
天
隨
君
を
除
き
て
は
、
皆
瓢
箪
を
攜
へ
た
り
。
斐
己
大
人
の
は
一
合
入
、
槇
園
君
の
は
二
合
入
、
裸

男
の
は
六
合
入
、
一
行
の
醉
を
買
ふ
に
は
不
足
な
し
。
氣
づ
か
ひ
し
空
、
霽
れ
盡
し
て
雲
な
し
。
風
も
な
く
し

て
、
日
暖
か
也
。
こ
の
好
天
氣
な
る
を
、
こ
の
香
世
界
の
美
觀
あ
る
を
と
、
思
ひ
期
せ
ず
し
て
來
會
せ
ざ
る
人

々
の
上
に
飛
ぶ
。
繪
葉
書
を
送
る
と
て
、
裸
男
駄
句
り
て
曰
く
、

來
ぬ
友
を
惜
む
梅
見
の
日
和
か
な

　
山
を
下
れ
ば
、
老
樹
最
も
繁
き
處
に
、
掛
茶
屋
あ
り
。
老
婆
客
を
呼
ぶ
。
『
櫻
は
遠
く
眺
め
て
も
可
也
。
梅

は
近
く
接
し
て
、
其
の
枝
ぶ
り
を
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
其
の
香
を
嗅
が
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
酒
は
此
處
に
て
飮
む

べ
か
り
き
』
と
、
裸
男
覺
え
ず
口
走
れ
ば
、
『
然
り
〳
〵
』
と
、
槇
園
君
相
槌
打
つ
。
香
雪
を
上
に
見
つ
ゝ
行

く
程
に
、
梅
鶯
軒
に
至
る
。
赤
毛
布
敷
け
る
腰
掛
臺
に
腰
掛
け
て
、
茶
を
飮
む
。
見
渡
す
限
り
、
梅
又
梅
、
そ

の
盡
く
る
所
を
知
ら
ず
。
櫻
は
吉
野
村
、
梅
は
月
瀬
、
こ
れ
天
下
の
公
評
也
。
こ
の
下
村
も
市
町
村
制
布
か
れ

て
よ
り
、
櫻
の
吉
野
に
取
り
て
、
吉
野
村
の
總
稱
を
冠
し
、
こ
の
頃
ま
た
梅
の
月
瀬
に
取
り
て
、
新
月
瀬
と
稱

す
。
餘
り
に
慾
張
り
た
る
哉
。
さ
れ
ど
、
關
東
の
梅
と
云
へ
ば
、
先
づ
指
を
こ
の
村
に
屈
せ
ざ
る
を
得
ず
。
立

ち
去
ら
む
と
す
る
に
臨
み
、
裸
男
幹
事
の
槇
園
君
に
向
ひ
、
『
會
費
を
』
と
云
へ
ば
、
槇
園
君
嗔
り
て
、
『
花

の
下
に
金
錢
を
計
算
す
る
沒
風
流
あ
ら
む
や
』
と
い
ふ
に
、
裸
男
閉
口
し
て
頭
を
掻
く
。
『
今
晩
、
三
河
屋
會

食
の
約
あ
る
を
忘
れ
た
る
か
』
と
、
天
隨
君
に
注
意
せ
ら
れ
て
、
更
に
又
頭
を
掻
く
。

　
日
向
和
田
へ
と
て
、
梅
林
を
辭
す
れ
ば
、
麥
畑
と
な
る
。
麥
畑
盡
き
て
杉
林
と
な
る
か
と
思
へ
ば
、
坂
路
と
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な
り
、
下
り
て
多
摩
川
に
出
づ
。
兩
崖
高
く
し
て
、
樹
茂
る
。
吉
野
村
が
既
に
山
間
の
別
世
界
な
る
に
、
こ
ゝ

は
別
世
界
中
の
別
世
界
也
。
『
お
う
い
』
と
呼
べ
ば
、
『
お
う
い
』
と
答
へ
て
、
前
岸
の
小
屋
の
中
よ
り
一
老

夫
現
れ
出
で
、
川
を
横
斷
せ
る
一
條
の
銅
線
に
縁
り
て
、
舟
を
こ
な
た
に
運
び
、
ま
た
銅
線
に
縁
り
て
、
一
行

を
渡
す
。
崖
を
攀
ぢ
て
、
甲
州
裏
街
道
に
出
で
、
日
向
和
田
驛
よ
り
汽
車
に
乘
り
て
歸
路
に
就
き
け
る
が
、
再

び
青
梅
驛
に
下
り
て
、
金
剛
寺
に
立
寄
る
。
平
將
門
が
植
ゑ
た
り
と
稱
す
る
一
株
の
梅
、
堂
前
に
あ
り
。
そ
の

實
、
秋
に
入
り
て
も
青
く
、
黄
熟
せ
ざ
る
よ
り
青
梅
の
名
を
帶
び
、
終
に
移
り
て
町
の
名
と
な
れ
り
と
聞
く
。

東
京
第
一
流
の
祠
な
る
神
田
神
社
は
、
明
治
の
世
に
至
る
ま
で
、
將
門
を
祀
り
た
り
き
。
此
處
に
又
其
の
遺
植

の
梅
あ
り
。
思
ふ
に
將
門
の
關
東
に
於
け
る
は
、
武
田
信
玄
の
甲
州
に
於
け
る
が
如
き
も
の
あ
り
し
な
ら
む
か
。

而
し
て
一
方
に
は
、
信
玄
は
不
孝
の
子
と
嫌
は
れ
、
將
門
は
叛
逆
の
臣
と
憎
ま
る
ゝ
也
。

　
都
に
戻
り
て
、
約
せ
し
如
く
、
四
谷
見
附
外
の
三
河
屋
に
入
り
て
、
牛
肉
を
食
ふ
。
東
京
第
一
流
の
牛
肉
店

也
。
好
文
會
の
例
會
は
、
い
つ
も
此
處
に
開
く
。
裸
男
、
肉
を
好
ま
ず
し
て
葱
を
好
む
。
肉
は
半
人
前
に
て
足

り
、
葱
と
漬
物
と
は
二
三
人
前
に
て
も
足
ら
ず
。
而
し
て
好
文
會
に
は
、
下
戸
多
く
、
其
の
代
り
に
健
啖
家
多

し
。
彼
我
相
合
し
て
、
始
め
て
普
通
一
人
前
の
客
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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